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プロフィール　

この処方の出典は2つあり、1つは『傷寒論』霍亂病篇の理中

丸で、もう1つは『金匱要略』胸痹門の人参湯である。両処方と

もに人参・甘草・朮・乾姜各三両を用いる。理中丸はこれらの

生薬を粉末にして蜜で鶏子黄大の丸薬とし、1回ごとに沸騰し

たお湯にといて1日に3回服用する（宋版では1日に3〜4服、夜

2服とある）。人参湯は、そのまま普通に煎じて3回に分服する。

両者の薬効の違いについて明確に書いたものはないが、現在

は、煎剤の人参湯を用いる。医療用漢方製剤も同様である。

方　解

主薬は乾姜で、その辛熱で中焦を温めて陽気を振奮し、寒邪

を去ることによって冷えによる腹痛や嘔吐を止める。人参は脾

胃の気を補って昇清降濁の機能を回復させる。朮は健脾燥湿作

用によって人参の働きを助け、甘草は益気して中焦を和し、同

時に諸薬を調和する。全体で、温中散寒・補気健脾することに

よって、裏寒による脾胃の運化と昇降の失調を回復させる。

四診上の特徴

山田は「体格、体質ともに虚弱な人が多く、体力が低下して

いる状態で用いる機会が多い。腹診では腹部全体の緊張力が弱

く、腹壁が軟弱である。そして心窩部に振水音を認めるのが人

参湯の正証である。時には痩せていて腹壁は薄いが、薄い板を

張ったように硬くなっていることもある。」と述べている1）。

大塚は、人参湯の使用目標を下記のようにまとめている2）。

 1.  顔色の蒼いこと。血色が悪くて生気のない人が多い。平素

強健な人でも、病気に罹って人参湯証を呈するようになる

と、生気を亡い血色が悪くなる。

 2.   唾液が希薄で口内にたまる傾向がある。従って口渇を訴え

ることがあっても舌は必ず湿濡している。舌苔のあること

は稀である。また、咳嗽のある場合には、希薄な痰が多く

出る。

 3.  小便自利を訴える者が多い。下痢をしている場合は小便不

利になることが普通であり、浮腫のある場合も亦小便不利

になることが通例であるが、人参湯証では下痢をしていて

も小便自利の傾向があり、浮腫があっても小便自利の症状

があるものが多い。また足が冷えると小便が近くなると言

うのも人参湯の一つの目標となる。

 4.  手足の厥冷を訴える者が多い。人参湯証の患者は手足の厥

冷を訴え、そのために頭重、不眠を訴える者すらある。

 5. 目眩を訴える者が多い。

 6.  心下痞硬、心胸痛、胸満等の症状がある。腹診するに腹壁

が一体に膨満して軟弱で胃内停水を証明するものと、腹直

筋を板の如く触れるものとある。

 7.  浮腫のある者がある。これは虚腫に属する者で、指圧によ

り陥凹して中々隆起してこない場合が多く、皮膚の栄養悪

く小便自利の傾向がある。

 8.  出血をきたす者がある。喀血、吐血、子宮出血、衂血など

いずれの場所から出血してもよいが、黄連や地黄のゆく場

合と厳重に鑑別しなければならない。それには他の症状を

よく観察することが必要である。

 9. 嘔吐、下痢或いは便秘を来すことがある。

10.  身体疼痛を訴えることもある。

11.  脈は遅緩、或いは遅弱のものと弦細のものとが多い。

使用上の注意

服用初期に浮腫が出現することがあり、これは甘草の影響と

考えられるが、はっきりしない。大塚は「人参湯を数回飲んで

いるうちに浮腫が現れることがある。これは良い徴候である

が、この浮腫を早く去ろうと思えば五苓散を与えるとよい。 

2〜3日の服用でよくなる。」と述べている3）。

臨床応用

人参湯は裏寒を目標に用いることで、消化器症状のみならず

幅広い応用が期待できる。また附子を加味（附子理中湯）した

り、真武湯と合方して茯苓四逆湯の代わりに用いるなど、他剤

との合方もしばしば行われる。

消化器疾患
食欲不振や胃痛、嘔気・嘔吐、下痢・便秘などの消化器症状

と冷えを認める例に人参湯を投与すると、冷えと同時に諸症状

が軽快することはよく経験する。

織部は、虚証の人が冷たいものを取りすぎて人参湯証になる

ケースが多いとし4）、大宣見は、心身症が増悪する際にアイス

クリームやチョコレートを過食して食欲不振や嘔気を訴える女

児に、食事指導と人参湯を投与して治癒させたと述べている5）。

また、『傷寒論』の条文にあるように、薄い唾液が止めどもな

く流出する場合（喜唾）に人参湯を投与すると改善する場合があ

る。松田による典型例では、2週間で喜唾が消失し、胃痛も軽

快したと述べている6）。

慢性胃炎や機能性胃腸症にも頻用されているが、一般的すぎ

るのか症例報告などはない。松本らは、胃下垂の患者に対しイ

ンジゴカルミンの排泄能やCornell Medical Indexを検討した。

その結果、CMIのⅠ、Ⅱ領域に人参湯証の患者が多く、人参湯

投与でインジゴカルミン排泄能は改善し、愁訴も改善したと報告
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している7）。高山は診察や胃透視をして、胃腸の動きが活発で

バリウムの排泄が早く、日常食物の胃内停滞時間が短いと思わ

れる症例には半夏瀉心湯を、その逆の傾向を呈する症例には人

参湯を投与している。腹診では半夏瀉心湯の患者では温かく、

人参湯では何かヒンヤリしていると述べている8）。松田は胃切

後16年続いているダンピング症候群の、食後の嘔気、腹痛、

下痢に対し人参湯が有効であったと述べている9）。

人参湯を使用の際には、冷えや易疲労感を目標とする10）。山田

は「胃腸型感冒では体温が上昇しても寒気が強く、お腹が張っ

たり痛んだり、嘔吐したりする病態や、裏寒証でお腹が冷えて

いる病態に温めて治療する働きがある。」と述べている1）。

また、乳児11）から高齢者まで投与され、いずれも心窩部の冷

え、心下痞硬、下痢しやすい、冷飲食12）などの徴候を参考に用

いて、数日から数週で下痢が改善した報告がある。高木は潰瘍

性大腸炎による下痢に対して、心下痞硬などの所見を目標に人

参湯を投与し、良好なコントロールを得ている2例と13）、若い

頃からの日に数回の下痢が、人参湯加附子を1回内服しただけ

で改善した高齢者の1例を報告している14）。

過敏性腸症候群の治療薬として、人参湯は各書に記載がある

が報告は少ない。龍野は29例中成人の3例に本方を使用し、2例

は有効、1例はやや有効であったと報告している15）。また、大

石は2例の小児に用いて16）、高木は成人男性で有効であったと

述べている17）。

呼吸器・上気道疾患
福田らは心下痞硬と心下冷を目標に慢性閉塞性肺疾患と間質

性肺炎の患者に人参湯を投与した結果、消化器症状と同時に呼

吸器症状が軽快したと報告している18）。さらに阿南らも1例、

同様な報告をしている19）。龍野は、感冒後に痰が切れない症例

に用いた報告をしている20）。

三潴は、感冒後の気管支炎に対して人参湯を用いたと述べて

いる。虚弱な老婦人のこじれた感冒に対し、心下の冷えを目標

として投与したところ、日頃は1ヵ月続く咳が3日で治癒したと

のことであった21）。織部も感冒後1ヵ月続く咳に対して本方を用

いて2日で70%改善し、14日後には治癒した例を報告し、人参湯

は甘草と乾姜を含み、甘草乾姜湯の方意があるため有効であっ

たと考察している22）。また、陣内は風邪を引きやすい5例に人参

湯を用いたところ、風邪を引かなくなったと報告している23）。

その他
胸痹に対する使用報告がある。山田は「胸が痛い時、肋間神

経痛の時に心臓が悪くなったのではないかと心配する人がいま

すが、そういう痛みではなく狭心症に似た胸の何となく締め付

けられる痛みの時で胃の悪い時です。」と述べ24）、狭心症様の痛

みを自覚した同僚に対し、心下痞硬と弱い振水音を目標に人参

湯を用いて軽快したと述べている25）。

松田は、蕁麻疹が改善しなかった女性に対し、強い疲労を目標

に人参湯を併用したところ著効を得た症例を報告している26）。

婦人科疾患では、悪阻と帯下、冷え症、不妊症に用いることが

ある。当帰芍薬散との合方がしばしば行われている。大塚は、妊

娠悪阻の症例を報告している2）。また、大塚27）と龍野28）は帯下に

対する報告をしている。どちらも水様の帯下が多い患者で冷え

症であった。裏寒があると判断し人参湯を投与したところ、1週

間以内にどちらも改善したと述べている。また、冷え症では高木

が四肢の冷えに有効だった1例を報告している29）。不妊症でも高

木が人参湯単独の報告をしている29）ほかは当帰芍薬散との30）、

男性不妊に対しては八味地黄丸との併用31）が知られている。

円形脱毛症に対しても有効なことがある。小田口らや高木は

腹証から人参湯を選択し、発毛が生じた1例を報告している32）。

特に高木の症例は体力が付いてきた4ヵ月目に効果をみている17）。

岩田らは脾胃に問題があるアレルギー性鼻炎の2例に対し人

参湯を投与し、鼻炎症状のみならず湿疹や蕁麻疹などの皮膚症

状や冷え、易疲労感なども改善したと述べている33）。さらに高

木は耳鳴りの患者2例に対し、人参湯合真武湯、附子理中湯が

奏効したと報告している34）。

また、河野は虚弱体質の中学生の男児35）、盛らは慢性疲労症候

群の治療報告で2例が人参湯で軽快したと述べている36）。高木

は転移性肺癌に対し、抗癌性生薬を併用して加療したところ進

行が抑制されていると報告している14）。
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